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１． 2020年12月期第１四半期の連結業績（2020年１月１日～2020年３月31日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

　

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年12月期第１四半期 1,215 19.0 104 149.5 106 150.7 68 179.2

2019年12月期第１四半期 1,021 － 42 － 42 － 24 －

(注)包括利益 2020年12月期第１四半期 68 百万円 ( 168.4％)2019年12月期第１四半期 25 百万円 ( －％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年12月期第１四半期 21 93 20 21

2019年12月期第１四半期 7 98 7 43
　
（２）連結財政状態

　

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年12月期第１四半期 4,921 1,389 27.5

2019年12月期 4,366 1,328 29.6

(参考) 自己資本 2020年12月期第１四半期 1,354 百万円 　2019年12月期 1,293 百万円

２．配当の状況
　

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年12月期 － － 0 00 － － 0 00 0 00

2020年12月期 － －

2020年12月期(予想) 0 00 － － 0 00 0 00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３． 2020年12月期の連結業績予想（2020年１月１日～2020年12月31日）
(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 2,470 17.5 106 △3.6 105 △8.7 66 4.8 21 20

通期 4,995 12.7 271 △17.3 271 △18.6 172 △0.2 54 77

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
　

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年12月期１Ｑ 3,315,620株 2019年12月期 3,315,620株

② 期末自己株式数 2020年12月期１Ｑ 184,639株 2019年12月期 171,600株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年12月期１Ｑ 3,143,850株 2019年12月期１Ｑ 3,095,376株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また実際の業績等は様々

な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項

については、四半期決算短信（添付資料）の３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想など

の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の世界的な蔓延、それに伴う東京オ

リンピックの開催延期に伴う影響を被り、個人の消費は急速に冷え込みつつあります。また、４月７日に出された緊

急事態宣言の影響、海外で行われている主要都市のロックダウンの解除がいまだ目途が見えぬ中、不安定な国際情勢

の影響等による世界経済の悪化がほぼ確実視される中、景気についても大幅な悪化が避けられない情勢となっており

ます。このような経済情勢の中、当社サービスの基盤となる、インターネット及びブロードバンド関連の環境につき

ましては、着実に増加しており、2019年12月末時点で固定系ブロードバンド契約数が約4,099万（前年同期比2.3％

増）とインターネットを利用する機会が広く普及しております。また、スマートフォンやタブレット端末の利用者の

増加により移動系超高速ブロードバンド契約数は約１億4,850万（前年同期比13.0％増）となるなど、インターネット

を利用する環境は引き続き継続的な拡大基調にあります（出所：総務省電気通信サービスの契約数及びシェアに関す

る四半期データの公表資料）。一方、2020年３月の雑誌の販売状況は新型コロナウイルス感染症の影響もあり、前年

同期比で約8.1％減少となり落ち込みが加速している状況となっております。書店からの返品率は40.7％となり（前年

同率）、返品率については改善の兆しがみえつつあります（出所：出版月報2020年４月号）。

　このような環境の中、当社グループは、当第１四半期連結累計期間においても、雑誌の定期購読者の囲い込み、新

規読者の獲得のため、第18期事業年度に引き続き、各マーケティングチャネルの充実、ＳＥＯ対策やリテンション対

策による雑誌購読者の定期購読者化、新規受注高の増加及び継続率の上昇による継続受注高増加のための各種施策を

実施して参りました。さらに、ＷＥＢ経由以外で新規の雑誌定期購読者数を増やすために、出版社が管理する既存の

定期購読顧客の管理を当社に移管し、当社グループが購読顧客の獲得、管理、配送までを一括で受ける「Fujisan

VCS(Fujisan Value Chain Support）」の展開及び法人顧客開拓についても、引き続き注力して参りました。

　この結果、雑誌出版市場が大きく前年比で縮小する中、当社グループは当第１四半期連結累計期間においても総登

録ユーザー数（一般購読者及び法人購読者の合計数）は3,294,752名、そのうち課金期間が継続している継続課金ユー

ザー数（「Fujisan.co.jp」に登録しているユーザーのうち、３月末時点で年間定期購読及び月額払い定期購読の申込

みを継続しているユーザー並びに当月内に雑誌を購読したユーザーの合計数）は609,386名となり、当社グループ会員

数は雑誌市場の減少にかかわらず着実に伸びているものの、ユーザー獲得コストは増加しております。

　また、デジタル雑誌関連の事業（「第２の矢」事業）については、2018年第２四半期連結会計期間より、新たに株

式会社電通と合弁で設立した株式会社magaportの事業開始に伴い、従来の「Fujisan.co.jp」上でのデジタル雑誌販売

のみならず、他電子書店向けのデジタル雑誌取次分野及び派生するサービス領域事業に注力しております。本事業は

主に雑誌読み放題サービスにおいて着実に成長を続けており、当社グループの第２の柱に育ちつつあります。

　コスト面においては、主に配送請負について、期初に想定していたコストと比較して、倉庫管理、配送管理関係の

値上げ時期の交渉により、当第１四半期連結累計期間においては、発生するコストを抑えることができました。

　上記の施策の結果、当第１四半期連結累計期間における取扱高（連結取引消去前における当社から出版社への定期

購読の注文取次高、当社の仕入販売高、当社が出版社から配送業務及び広告PR業務等を受けた請負業務の取扱高の合

計）は2,965,257千円（前年同期比2.9％増）、売上高は1,215,568千円（同19.0％増）となりました。利益面につきま

しては、営業利益104,789千円（同149.5％増）、経常利益106,013千円（同150.7％増）、四半期純利益68,464千円

（同168.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益68,948千円（同179.2％増）となりました。

　

　注． 当社は単一セグメントであるため、セグメント別の業績の状況については記載しておりません。

（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は4,921,598千円（前連結会計年度末比555,119千円増）となりました。総資産

の内訳は、流動資産が4,423,647千円（同561,624千円増）、固定資産が497,950千円（同6,505千円減）であります。主

な変動要因は、前連結会計年度末に比べ現金及び預金が364,347千円増加したこと、未収入金が169,260千円増加したこ

と、のれんが2,767千円減少したこと等によるものであります。
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　（負債の部）

　当第１四半期連結会計期間末における負債合計は3,532,540千円（前連結会計年度末比494,604千円増）となりまし

た。主な変動要因は、前連結会計年度末に比べ短期借入金が200,000千円増加したこと、未払金が115,364千円増加した

こと、預り金が239,483千円増加したこと等によるものであります。

　（純資産の部）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は1,389,058千円（前連結会計年度末比60,514千円増）となりまし

た。主な変動要因は、四半期純利益等の計上に伴い利益剰余金が68,948千円増加したこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当連結累計期間において、2020年２月12日に公表いたしました2020年12月期の通期の連結業績予想の親会社株主に帰

属する当期純利益に対し、39.5％の進捗となっております。しかし、2020年4月７日に出された緊急事態宣言後に発生し

ているEC事業者への需要急増に伴い、物流網の逼迫、物流コストの大幅な上昇、緊急事態宣言後における法人のコスト

見直しに伴う雑誌購読契約の見直し等が想定されることから、現時点では、2020年２月12日に公表いたしました2020年

12月期の通期の連結業績予想を据え置きます。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,176,992 2,541,340

売掛金 226,323 279,254

有価証券 100,000 －

商品 23,994 22,674

仕掛品 30 －

未収入金 1,303,996 1,473,257

その他 43,073 119,966

貸倒引当金 △12,387 △12,847

流動資産合計 3,862,023 4,423,647

固定資産

有形固定資産 20,162 19,084

無形固定資産

のれん 48,665 45,897

その他 329,227 328,701

無形固定資産合計 377,892 374,599

投資その他の資産 106,400 104,266

固定資産合計 504,455 497,950

資産合計 4,366,479 4,921,598

負債の部

流動負債

買掛金 54,898 48,198

短期借入金 150,000 350,000

1年内返済予定の長期借入金 4,320 4,320

未払金 1,534,528 1,649,893

未払法人税等 91,105 40,398

預り金 1,135,941 1,375,424

その他 54,901 53,145

流動負債合計 3,025,695 3,521,380

固定負債

長期借入金 12,240 11,160

固定負債合計 12,240 11,160

負債合計 3,037,935 3,532,540
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 265,198 265,198

資本剰余金 250,198 250,198

利益剰余金 1,008,580 1,077,528

自己株式 △230,458 △238,248

株主資本合計 1,293,518 1,354,677

新株予約権 996 996

非支配株主持分 34,029 33,384

純資産合計 1,328,543 1,389,058

負債純資産合計 4,366,479 4,921,598
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2019年１月１日
　至 2019年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
　至 2020年３月31日)

売上高 1,021,685 1,215,568

売上原価 626,301 750,561

売上総利益 395,384 465,007

販売費及び一般管理費 353,383 360,217

営業利益 42,001 104,789

営業外収益

受取利息 7 9

受取精算金 663 1,588

その他 48 12

営業外収益合計 719 1,610

営業外費用

支払利息 78 378

その他 347 8

営業外費用合計 426 386

経常利益 42,294 106,013

税金等調整前四半期純利益 42,294 106,013

法人税、住民税及び事業税 16,393 35,715

法人税等調整額 395 1,834

法人税等合計 16,788 37,549

四半期純利益 25,505 68,464

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

813 △484

親会社株主に帰属する四半期純利益 24,692 68,948
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2019年１月１日
　至 2019年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
　至 2020年３月31日)

四半期純利益 25,505 68,464

四半期包括利益 25,505 68,464

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 24,692 68,948

非支配株主に係る四半期包括利益 813 △484
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

　 当社グループは単一セグメントのため、該当事項はありません。
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